









































































































































































































































































































































































































































































































































































































こ こ で 、
今 ま で
「 遮 断 」 さ れ て い た 娘 の 「 片 腕 」
と 「 私 」 は 、
一
休 化 し は じ め て い る と 言 え よ う 。
娘 の 「 片 腕 」 と の 間 に 血 が 通 い
始 め た こ と で 、
「 私 」 に 生 じ た 変 化 を 次 の よ う に 語 っ て い る 。
私の屑と娘の腕とには、
血 が か よ っ て 行 っ て か よ っ て 来 る と
か、
血が流れ合つていると
か い う 、
ことごとしい感じはなか
っ た 。 右 屑 を つ つ ん だ 私 の 左 の 手 の ひ ら が 、
ま た 私 の 右 附 で
ある
娘 の 府 の 円 み が 、
自然にそれを知ったのであった。
い つ
と も な く 、
私も娘の腕もそれを知つていた。
そうしてそれは、





態 に 至 っ て い る の で あ る 。 片 腕 の 交 換 後 、 「 私 」 の 視 点 は 「 目 ぶ た 」を ふ さ が れ た 状 態 か ら 、
眠っ
て い る と い う
「 私 」 の 内 部 の 状 態 を
語 る と い う と こ ろ ま で 狭 ま っ て い る の で あ る 。
主 人 公 「 私 」 は 、
今 ま で 小 説 内 の 流 れ に そ っ て r 片 腕 』 の 作 品 枇 界 を 語 っ て き て いたのであるが、





の 内 的 状 況 の み へ と 縮 小 化 さ
れ て い る と 言 え る 。
ここで「私」が語っている心地よい眠りは、
初 め て 身 を ま か せ る 娘 の 物 語 と し て の 比 喩 的 表 現 と 捉 え た な ら ば 、





こ の 作 品 に お け る 視 点 人 物 で あ り 語








で あ ろ う 。
そして、




「 私 」 と 娘
の「
片 腕 」 の 存 在 の 消 失 を ほ の め か す も の と な っ て い
る。
ここで
の 「 私 」
は、「あたし」
と い う 一 人 称 を 使 う
娘の「片腕」によって、
共に梢失させかけられた状態にあるのであろう。その後、「私」は、自 身 の 叫 ぴ 声 で 目 沈 め る 。
そ し て 、
私 は よ ろ め く 足 を 踏 み こ た へ て 、
ペ ッ ド に 落 ち て ゐ る 私 の 右
腕 を 見 た 。 呼 吸 が と ま り 、
血 が 逆 流 し 、
全 身 が 戦 慄 し た 。
私
の 右 腕 が 目 に





版 の 発 作 の



























































































































































































































































































そ の よ う な 「 私 」 を 通 し て 娘 の 「 片 腕 」 か ら 娘 の 全 体 が 描 か れて い る と 指 摘 さ れ て い る 。r 伊 豆 の 踊 子 』 に み ら れ る 「 孤 児 根 性 」 に つ い て は 、
瀬 沼 茂 樹
「 伊 豆 の 踊 子—成 立 に つ い て 」 「 招 状 と 鑑 代 」 〈 昭 和 三 十 二 年 一 ―月 ） を 本 格 的 な 作 品 論 の 咄 矢 と し
て 、
多 く の 論 者 に 述 べ ら れ て
い る 。 山 本 健 吉 「 陛 代 」 r 〈 近 代 文 学 坦 牧 講 座 1 3 〉 Ill 端 康 成 』 （ 昭和 三 十 四 年 十 月
角 川 柑 店 ） で r 伊 豆 の 踊 子 』 は ｀ r 湯 ヶ 島 で




よ っ て 愁 か れ た 作 品 と し て 『 伊 豆 の 踊 子 」 や 他 の 作 品 を 見 る 時 、そ こ に 川 端 の 境 遇 故 の 「 孤 独 」 を ― つ の テ ー マ と し て 見 出 す こと も 可 能 で あ ろ う 。
注 六
片 山 倫 太 郎 先 生 の 「 川 端 康 成 の 息 想 構 造| そ の 表 現 理 論 と 主 体ー 」 （ 「 国 語 と 国 文 学 」 平 成 十 二 年 五 月 ） の 中
で、
川 婿 康 成 全 集
所 戟 「 大 正 十 一 年
習 作 ノ ー ト 」 の A) リ ッ プ ス 美 学 、
感梢移
入 。 」 の メ モ 坪 ず か ら 、
主 観 の 側 に 根 拠 を 既 く リ ッ プ ス の 感 情 移
入 説 を 111 端 が 受 容 し て い た こ と を 論 証 さ れ て い る 。
認 識 の 根 抱
が 主 観 の 側 に あ る と い う 論 理 か ら 、
川 端 の 「 万 物 一 如
L
の 理 路
は 説 明 で き る と さ れ 、 「 新 感 ．g 派 理 論 と し て の 〈 万 物 一 如 〉 と は 、こ の よ う に 、
主観は
〈弛 間〉 さ れ 〈 拡 大 〉 さ れ る べ き 〈 絶 対 性)
を も っ と い う 、
一種の独我論的地点から紡ぎ出されているので
あ っ て 〈 表 現 主 義 的 〉
と 呼 ば れ る 所 以 は こ こ に あ る と い わ ね ぱ
な ら な い 。 」 と 述 べ ら れ て い
る 。
大 正 十 一 年 に は す で に 主 観 の
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研 究 と 沢 料 （ 早 稲 田 大 学 文 学 部 辻 村 研 究 室 ）言 語 学 論 叢 （ 筑 波 大 学 一 般 ・ 応 用 言 紐 研 究 室 ）
二 十




金 城 国 文 （ 金 城 学 院 大 学 国 文 学 会 ）金淵国文（金蘭短期大学国文研究室）
六
け や き 道 （ 園 田 学 園 女 子 大 学 国 際 文 化 学 部 文 化 学 科 ）研 究 紀 炭 （ 尚 絹 大 学 ） 二 五
四
汲 古 （ 汲 古 杏 院 ・ 古 典 研 究 会 紺 ）
四 十 、
四一
九州大谷情報文化（九州大谷短期大学梢報文化学会）紀 要 （ 侶 州 大 学 医 療 技 術 短 期 大 学 部 ）
二 七
紀 要 （ 中 央 大 学 文 学 部 ）
一 八 九 、
一 九 0
共 同 研 究 報 告 牲 （ 国 文 学 研 究 脊 料 館 ）
平 成 十 三 年 度
京 都 語 文 （ 佛 教 大 学 国 誦 国 文 学 会 ）
九
京 都 府 立 大 学 学 術 報 告 人 文 ・ 社 会 （ 京 都 府 立 大 学 ）
五三
近 畿 大 学 日 本 語 ・
日本文学（近畿大学文学部文学科日本文学専
干
発 想 が 作 品 中 の 登 楊 人 物 の 在 り 方 に 見 出 さ れ 得 る と 考 え ら れ るの で あ る 。
（ な か し ま
岡 山 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科 研 究 生 ）
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